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「読書の秋」とは、秋は気温が過ご

しやすく湿度も低いので、本を読む

のに最適な季節という意味です。 

9月半ばにさしかかろうとしていて

も暑い日が続き、秋はまだまだ先だ

なあと感じさせられる日々ですが、

“読書の秋”を前にして、前期図書委

員会の原慈委員長（3年6組）の発

案で、「読書の森」と題した POP 制

作による本の紹介活動を行ってくれ

ています。 

左上の写真は原委員長が書いた

この取組の紹介ポップです。とても

素人とは思ない出来栄えですね。 

右は生徒がおすすめの本を紹介

したポップになります。ぜひみんなも

参加して、読書の輪を広げていきま

しょう！ 

ところでみなさん、この読書の秋と

いう言葉には由来があることをご存

じですか？これは古代中国の詩人韓

愈（かんゆ）という人が、「灯火親し

むべし」という詩をよんだことに始ま

るそうです。この詩は「秋の夜は明か

りを灯して読書をするのに一番適し

た季節」という内容で、夏目漱石が

小説「三四郎」で紹介したことで、日

本にも広がったそうです。「読書週

間」は１０月２７日からとまだ先です

が、原前期図書委員長が、最後の仕

事として頑張ってくれていますので、

ご紹介させていただきます。さあ、み

んなで図書館に行こう！ 


